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羽後町足IB遺跡は、ずでに昭卯%、 37、;3&，41'年と 4次にわたり発掘調査がおこなわれており

ま十。 こ札らの紡巣については 「鉄町県文化財;澗査報告羽第 3袋、 羽後町足問遺跡発鑓品~j正統

綴J-秋期1.'，女化財調査報告;_I t~席 IOl仏足凶遺跡発縄測を概報J としてまとめ、 Jñf小 、た しまし

た。

本遺跡1t在住1勝放の擬定地として早くからfHIされていた遺跡でありますが、その範911が広〈 、

また地形カtl(宇震であるため全豊島宏明ちかiこするーとはまことに悶蝶なところであります。

今年度のJ唱査は1ff5次調査であります。潟主主内総査穐民事が発見され、湯島事の性絡を裏づける資

科が少しずつではあるがl!!ihuしているのでありますの

その結集を続報としてまとめ、このたび刊行することになりました。ついては研究:liはもら為

んのこと、広〈逃跡の保有・tこ関心をもっておられる各伎のご活用をお綴いする次第であ0ます。

最後i二調査をlÍì燦担，当された凋主主員、 ご協力された羽後町関係者の労背日対L深緩めI~j豆;を表

するものであります。

ー昭和制均三 3月

駄凶県教育香員会

数育長 伊 f接 :昆
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第 1主主 発掘lこL、たるまでの経過

このえ跡・二ついて，ム IIIHn:l6年11月の911 /J・ら1511杢ての7III!~， r-t事II史} 、 ~37均三 5 月 1 11 /)・ら 7日

主での711 ru1 第2次).そのまで翌38年内 71l23Bから811V I 主での19R r.~ ，情3次J、さら.:41lf.

1011lOn から11R :3日までのお日r"，l:;ff 4 IX と4次にわた で発掘調査がt.こ.なわれてきれ。

その配ij品、Ul上遺物としては上郎総 .~.n!J.1?!~ (鳩山あるものな合む》 ・ ~?:: ・ !tIt物像チ ・ 鉄製織Ðl) i' • 

情物!t.!IoI11I品などのほか，:fH'i鯨や焚火な備刈の土、 ・宍陣内事が発見されたのであ た。・ 1

きて、 ニの遺鯵の住帰;二関漉して‘ こ ζ.ニ館時~が問題ι.な てきたのである。It努繊の栴繊年代と

か、そのl世官をなど:二ついては、長文にわたるので暫〈般くと lても.その所作限定地としては‘ニの1主務

のある地~:ょ .Ij くから泊:1 1 されてお・ 3 たのである。それで ‘ II:H~:36"f-に柵9~ 1. ~が発見されたの守健機と

して、官i <世上の関心をよぷ土う.二な，). ~弘司廷決胞とL、うことにな たのである。そのような経過

.ニついて..t.保の交化財.. \1先制H\t~第10m lëlll~跡発鋸調代殿様 ιおいて.やや3しくのベて 1;いたの

であ，た"をうではあるが.必JJiだけは こ0・41:¥JI:t!しておくのがザ当か止処われる。

そもそも総務撲は山代'l!~t，!l慌にお:t るほ )111司!lil田ι、 11J;);l1吋i二築造さJt t. of( 'J!iなる減柵で声ち たこと

:主~b二等凶しているの、ちるが.その策械~Ifl:;こi河Lて:!J，;t'玄字2年 7'>司 自民、天平安 ;:3 年~.

天平苛:';!~'~:HJd量. ::['1' 2年小勝俄 ・肉午'.11!1OI岐J造成説、阪城fIlJv:米千年間必なと'>，i1!もあり .そのi晶--，..

るとこんtt11らないほどなのである。， ということは蹴H時峨はllIi史上においてr.nmをはらんでいる線制

でもあるということであるa したが dーて.'f:の所在鎌:iEll!li二ついても 10説はともあフて、け .r..a紛々で

ある。ニの .:.bニついては慨にìfl4 次自民有J411~.1!l:発信観報.二のべておいたから割隆之島~I二関する♂Aの謀総

をのベる ζ とは差しひかえること仏ずるが、 M~荷だけを列記すれば下のごとくである。

1 t件勝』郡湯沢市湯沢繊ぽ

..・
2 lfI'IU.明治村大学太訳出天下馬主布誕

. . 
3 漉r.T1lI'i筑波村荷1己lJIoIl!

4 Ijk勝l出足街。鳴;"'fIJi.f.j刷1"1'1"Jê木 ・ I l1 円1H.J、サェ~ヶ ì/{ ・ 新Ik.村高尾日 l ・f. .':Sや必

5 1ft町!tll~新成村，ll[l]γL朗 ・i鳴尾!日比ひ内同1署内初I!主事事必

6 緯fU~東成瀬村IU{内訳

7 lI'il静邸17í成材Imlll.~

8 IU静l刷、'f盆地i説

9 蛸肋IJlhUIII村説

10 仙~t郎払1B{i;"見



二れら10説の うち{lfl北郎払聞説以外;i，9説ともすべて雄勝1車内に雄勝援を援定している。 9it抵のうちで

も京成瀕村III'J内説は水戸の P大日本史」にみえるもので「しかれども山間.ニ鱗(E1...所瓶十逃之術とい

う 〈縦勝成の立地条件》と符 〈合jせず …しばら〈此応係け‘もっτ後考.二待つ， とあるように、ごく

鐙えめな健明であぺて、唱なる&1):設にすぎないから.9t見のうちから悶了内説を除外するのが縫当である

う。湯沢減泌 ・小野盆地説 ・山儲村総 ・郡山説‘これら4説も積極的:iiE数をあげているので以なくて地名

とか交通順路なとかち矧!測したという忽度のものである。

詳細;このべているのは上法茂総氏の明治村大字国天下昆布説刷 、王者間見{侃博士の軍?成村i¥liJ盛田主t.!S，

原秀四郎i噂土の新成村潟尾間~・1匂寺till; 11‘深沢多市r(;の事}成材足悶字土鉛 ・3事I世間iili.町 ‘これら 4説で

ある。そこで注目しなければならないことは.これら 4，滋の擬定地は、ド後3キロメ ートルの館内に集中し

ているということである。そして半径3キロの門濁のほぼ中心ιあたゥているのが今(tiJ調査した足問字雲

雀野進跡なのである。 ζの ζ とも既にIlf.{和4 1年度発似の続線に訴述しておいたとおりである。(~ 11ヨ〉

であるから‘ 花岡守:~'d!野治緋を中心とする半径 3 キロの地域11‘ すでに峨勝滅粉、として . 、、くたの先

学が着目していたのである。ただ、議跡が発見されていなかったにすぎないまでのことであ円た。ところ

が、本耳E関重自にのべておいたように 4次にわたる剥傘によ 内て長大な繍列の i澗lとその他の遺物等が発見

されるにいたったので、 左記~演により第 5 ~:発掘が闘j市補助を得て笑擁されることになったのである。

記

1 調査の主体

以1119語教符委員会

獄聞係機粉、郡羽後町教育委負会

2 調査期間

昭和43年9月21日より 10月11日までの21日間1

3 調査の紛所

紋岡県括主勝部羽後町足関宇~後聖:f12の久 14の 8 . その他。

4 捌夜負

岩手大学教授絞橋 副l

秩 邸 9詩文化財場門委員 奈良修介

給手大 宇火制l妓官 佐々木 l・~ iJt 

補尉J員

岩手大学学生鈴木隆英

問

|司

千~ rt'i 

阿部牧絵
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問 'ト叫l干i 111 

In) 高 1量除夜

同 自民 谷 1alt1 

事狗jO.吋

献[11!I，¥教1fli社会教育主 "Jt & /11欣

!碍 文化財係l'!f; 'A! " iE f布

同 rz. p ~ fi ;市修司~ &与

羽後町教委 a曾.:!良 4幅減策一

同 社会Jk育係艮 1際原~太郎

羽後町~jl4 的 l邸隆興

特にも全日崎険桝i氏.こな多大のf量的 と 1.(.，ミ c をいたにヘ‘たし、 なお 地 〉じの利 ~il .'，ι}郎 ・ 渡辺lWi臓のI~j

氏. 県立?日後尚写芋校の凶安司書 ・ f主.ft搾ZJ ・ ~宮島宗~q) 3 ぬ1It.孟じめ句校生従事~のH 々 ‘ およひ .m

1:柔前十をJ"(;!t凶'h，':] ・ 立.iE大~"~'t-，高崎IHの諸氏から1.1811)なる怨吻をいたといた。ここにntilして

謝意を表する次第であるの

第 21;t調査の結果

。唱査却i似]<101ιKft史民めぐまれたが，.IHeは館行した。難行1..t"m'凶It後述する4ととし 今loJl凋11したJm

J>(ごとeこそのt:，取を術記すると次のごとくである。

1 雲雀野 C地区 f第2・3・制4、

，Y，i I!!Iまでに泥 l~ されている併.ltJj向h、ら " 4)jlニ(.i! てのぴ令長大な級列士JJI1(41年度，.r.rkでは'1li附fA

地収 ・ |司白地l正 と ~;した と ζ み3 や 3 らJ 内)jに1:J;l<寸るた均~内 1栢鴻丹 52 け 1:嶋を Îr~Jêltil Lた。そし

亡、 ζの地~:a'1l首，ffC地廷とよ.4ニと:.:.L t.:， 41年度;司氏した地区を3堅持'l't λ1&1< ・ I'~B地区と体して

レた名弥ι..n従してである。

さて.甜IlIol，.l¥J1'tしにときじ;1521;地点は払'l地であ ，たfJ;， ニのたび.主畑地町二埠;り 、 思山も前I耐のと~

より 30CnlIよ ど O~ くな ・ていたので、 5.2砂七1町主同')、ドさ 1111'1減していた。 こう い ，た状態ではあるが‘ lii

V~でも残存し ておれよと思い慣例町内)il!民方向tこ トレ Yヂ~，設定した給咲は士自 3 ・ ::tI H刈のごとくで為

る令

52号上積地点より 20mほど内)jで殴柿色の伶上プロ タをltう烈色七の 似込穴が発見された。ニうい

- 3-



t.:M込^~;70m'iど闘方ーまでのぼに散IEL . 10m地点において 3 田ほどの間柄でL字形に~ぷ小柱穴

が3カ所発見された。

ま t 、 50~土場のl時ラ m弱のとこ今iニ前回の樹氏で上績を発見していたので、この性憾の究明につとめ

たと・ゐ、51号-1:1寓のItl5m演のとよらa二も新しく上蟻 I1J所がJt見された。それで、そのJfI)j~も念の

ため発ぬ| した。鮎 I，~のところ、 抑制1]1"沿 J て I Jllラ m創の平耐をもち柵列の外側己犠闘し、しかも台地の

m部"I't!f_ているJ耳鳴物は憾であるに相違なL、。

2. .雀野 D地区 (IIT2・5・6・7関}

Jt'di!Jlf台地のは(i中央部にあたり.なだらかな東尚凶低の地砂であるo!fUiはリ γ ゴ闘で、内)jは湿地

窃 (J!l(tは:#.自主な，ている)を間ιはさんで41年度.こ築基事か兎自国主れた七l1.台絶となーている.

このfo.l$の北部が今年の響グルドーザーで削干さh水倒とな 1 た。そのため残作した台地「常生地)と

今串間II!された水mとのtit界}主溢とな，ている。ニのL誌の爺1[1)に筏50cm-1m、深さ 50cmほどの黒色

土が息IIJi二〈いニ"_'，"‘るのが~処された{!Jl 5 !1G.。それを千ーがかりに発sー した結果が第>1'4である。

こζでは16土を伴な 3大形の揺り込A穴とみられる燃色 tの1事介と，-'1'-蘭(l()i二は不鮮明な柱穴!J:発見され

た。こ ζの:J.ltlJll仮設態度の建物が復合しているのであろう。拭怖のとお，ているものが見吋らなかった

L.士e'.1:かf昆唱Zは盛}j-寸ら出土uなか司たからである。したが、て.i.童画障の時期も禾訴というほかな

t、。

3 羽後高tlt実習.場畑地地区 【明l2・8・91.04) 

事時/1.中下校のグランドの丙万にあたる羽後高!!t~尚良品骨畑地のt訂正中央穏に，-文学にトレ y チを設定L

Tニ。割~8 凶のように住穴が南北方向に.，低線にな内んで10)均 j胃50処された。 Jヒ虫掛からm端までの総延長は

古草地・ SI.am，こすぎないe住穴の平t画111辺20cm内外を l辺とする方形である。そして東f もI!!i.こも‘

この耐JtJi向の-naaをなす住列とAあうような銭穴は発見されなか，たので、一二の:J.ltlJのtt俗lt.もとよ

りのζと.その溝型匹された降伏も令〈小切といわざるをえな、、。 IU.b宣物も全くなか吋た。

4. .雀野C地区@西方陽園地1&t1.1t 2関y

$i世野目地区とか1"1C (1(とか;'1')ても、ともにじ唱滋野台地のうりでは最もi向い陥偲のことである。第4

次の調誕で柵fIIá-探，1("た西方1・'"池減~B地þ( と命名 Lておいてあ，たので、今凶はB地LK:;fØ仰の外側

(摘、を斬しく祭4:・て噌語専をλいだし.そのー島市..c地伝と称したまでのこと"t:あるからである。

きて，B地区、 C !m(l(と節したt;)也I賀市lから凶)w.r~lヮて緩〈傾斜しているが. 約 150m ほと与がった

とこゐ。ニ')>'ゴ鴎があるの ζ 内リ y ゴi舗が今凶の訓企期間中に本IIIに転換された。即ち10月311からプル

・~"
トーザ由を入れ6日で阿国工事は於了した。 E世主石坂貧緩氏 (lilll<l'六沢37.)のtf怠eニよ IJ.J.:帯主並

-4-

. 

• 

• 



-

行Lτa間企十ることができた。ニの崎博.i長大な網"の延長方向にあたっているのではないかと危.~れ

たからであるo 4 n'D日に土峨らしい復跡が!I!p<t )j (0.1・二一線巳ならんで5m弱の附踊で)，勿所発見喜，Il

に。 3カ所のうち東側と商側のものは、i(U，j二向車併され消滅してしまったが.中央i二あヲた 1カ所は$1こ

ニれもl'J'J干5円*，Jに計測した。計測終了と，.，11い・ .も授({していたので翌5円靭まで保存していただき、

され刑歯車してL.l!ヲた。これら'J'fJÏfの土繊の)ì(ir.は今までι~見されてきた長大な柵J>IJの内ん延長JJ I~I

と{I'欽しているが、前凶まで発見された精fiJ土地直のヂJ(.cJJin持活 6m-6m50、平副'fY."Jfモ8O-~cm である

の仏〈ちべてみると、間隔は5m弱.中央の残存していた土犠の径は60cmであェた。
‘ 

g . c地J>{ とこの問団地氏との中間にあたqている仮地の~IBを発纏 L. はたして進鈍していそこで、

. るのかどうIJ.その草録音倹討Lてλたのであるが、中間低地の水凶も今年のlfにプルトーザーで問自し• 

たものであ 4 たので、発提』工徒労l二帰した。しfょがq て.今となうては.指列車tニニ宣で延びているとは

明n-~ないの弔ある。

量豊亀11..区5 

このたび必:If.n(uミCl8年taiこ宕嫌において第 1J疋・市2J>( ・ ~DI正と命名しτ3 力所発掘してあるので、

したl1II1.1.をM41王とよぶことにしたが.a労t'終 ..た。 縄文の厳)j"と石Jtが出土しただけである。

おわりにー

今1"1の発婦で特に記すほどの漬物は出土しなかりた。安保野C・D地1'{と務担章第-41-(で風蝕のはげしい

府減Lた縄文土~JtIO数Jtと石討軍tJtf.:けであ。f4.

調l't期間.，..1天候にめぐまれ且つJt元の方々 i二は争大の御lf怠をいただきながら、めはし、・JIt.飛として

l!flJ事lカ所だけである。定問温鱗のある丘陵怜台胞は多少の産量伏をもっているが.水源{湯本}iLめぐ

まれているために‘1井作営為上かなり，'， <から荷織を両(;1'して乎担にするとか、後IC!I二貯水IIIの池A曹を設• 

けるなとしてl阜地形が変貌しているのではなL、か。そうであるとするならt耳、今後の調査の前途も多l'lが

予知事れるのである。、

m長町/i悶没白書発鏑踊-6.鏡織‘被UI駄文化財閥Jt骨i告;u第3集.限狗391f.~月.20目。

Je凶必勝発犯調査集線、t(岡県文化財問責織自必第10集.昭和42年'J}l

lIi編..III羽白..繊考.出羽路17妙、昭和371!{11月。
河上

I:a，ljf. a量暗幸福t考J• l!f.健lll'l!. '3ノ 10，‘ 明治}41f.

~rn ll( t五博上「大日本地名部.!fJ ‘553fl。
原秀四郎博tの学位議文「学位dcJ，yr鰍m671So句、明治潟年1I舟 l日所議。

E思!f{~lli. 雄勝城I止J町、阪史地PJ!41ノ6.大JEl2年。
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第 1図 足回遺跡とE重勝城跡綬定地路線との!kI係図

• 

• 

• 

1<医蘭中央町x即は震jJ.野a跡で、 ζ ニ~中-0t_ t ，"毘)kmの地減世間示t，た町が院内局であるowa上
S長2置皇量の天下島t布製.思内圏内向 . ~主古回世(!i円高II!IH;JR :1，'0:1.息長四盤町高申.，a :内lP;J{争南町士

魅訟の地点<<"f，VCい.c..
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第2図調査'虫歯車の 位 .図 (1: 5.000) 

BM 2. BM 3 付近は霊草野A地区. BM. 川t81!望号 (f野B嶋区。 BM.i町両方;1費匝'tC~l<:. 8M. ~ 

付近は対Ii野口地区。 B~1. 6ft近は羽偽高俊民".崎地t><o BM.7付近は+図的関叫地~ t.;.;lt'~峻地区で

ちる.'" ("1凋止したのは1otl"!fC地弘、例01也1><.""11唾d首位記習鹿嶋地区、今闘の関岡地ばおよび~'}峨地以内

.gl!1) 5ヵ所である。それらり持制巳ついては帯地1"."'JH'JI>iIをお賊されたい@
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第 3図雲雀野 C 地区実測図 (1: 1 0 0) 
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(，m考 1 ) 距離:BM， 3 と B¥11， 4を結ぶ線と*IIIJ列fffi方延長線の交点を基点として1'llIt列西方延長線上の各々の距]iJmを示しておいたO

2) 1'，TIjさ:昭和41年度(第 4次〕調査時のレベノレと同ーの高さである。即ち80M80CBM 1の高さ十 6M20=BM、4の高さ)

3 ) 標示:①49，50， 51， 52，の黒点は土墳の 1*1心位置の標示であるO

② Cの保示は黄色粘土、 Q は黒色土。
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第 6図 雀野 D 地 区 平面実測図 (1:100) 
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第 8図羽後高校実
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第 4図雲雀野 C地区織錫土忽写真

-・

噌列から外ヘラm‘，j<J'ij;') 111 Lγいる憎怖の上はが2ヵ所見えている。

第5図雲雀野 D地区北緯 f笥Wi.ニqえていた上Jtt;写!l)

.:. 
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第7図書F雀野D地区発揚写真

内より~!芳にのぞむ。土J!I; (lflO、2ちcmの1'1粉が散在しているのが見える。

第 S図羽後高校 w留.場 〈地区柱穴字削
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あ と '/J'、 き

二の企跡の発』画調査を手がけて早〈も 94'になります。そのn司今年まで5次にわたる詩型主主がお

こなわれております。

まぼろしの波といわれる雄勝減は本訟にもあるようにその費量定織が10ヵ所ほどあります。定問

遺跡もその lつであります。今までの拘盆の結果、陀脳波、土2号、i'&跡などが発見され、また今

' 年の凋査では矯跡が発見され‘お々とその資料が婚加しております。

L.;かL..~がち.未だ雄勝城であるという決定的なと こるまでi丸、たってお りません。それは足

出遺跡の高聞が広〈 、 かつ地形f)~複雑である ζ と 、 またその地形が新しい機械によってどんどん

変えられていることなどが原因と考えられます。

古代続婦は自然地形を利用 して作ったといわれております。その地形が変化していることは発

掘調査をj!!めるうえに大きな隊空?とな っております。

このような状態で実際に調査を担当された調査員の苦労は大変なものでありました。 その労苦

に対L・心から感謝の意を表Lt.::~ 、。

昭 如 44年 3月

秋田県教育庁社会教育課

古川

兇

.綜

玉

I'!i 

欣

正

問

噌
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